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〔論文要旨〕

本研究の目的は中学生の精神的な不健康及び欠席行動の3年間の変化を把握すると共に，その予測要

因を縦断的に把握することである。対象者は静岡県西部に位置する5市町村の8中学校における，平成

11年度の中学1年生1．010名であり，3年間の質問紙による縦断調査を行ない，以下の結果を得た0

欠席日数は1年次に比べて2年次に増加した。3年次にはやや減少を示す学校と上昇する学校に分か

れた。中学生の精神健康度不調者は学年進行と共に増加し，3年次においては男子38・2％，女子49・9％

が精神的不良群に分類された。1年次の自尊感情・首尾一貫感覚・ソーシャルサポートは3年次の中学

生の精神的健康の，また1年次の自尊感情は3年次の欠席行動の予測要因となると考えられたo
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Ⅰ．はじめに

近年，不登校の増加，家庭内暴力，ひきこも

りなど，子どもの心の健康を問題視する声が多

い1・2）。また，顕在化した行動の背後には，よ

り多くの不適応状態や精神的不調を抱える子ど

もたちがおり3、5），抑うつ症状を呈する子ども

の増加が報告されている6・7）。このような状況

に対して，社会学，教育学，医学，心理学，看

護学など様々な立場から研究や実践が行われて

きた。また，1995年より文部省の研究事業とし

てスクールカウンセラーが配置，活用されるよ

うになった。しかし，不登校の出現率の増加は

止まっていない。

日本の学校保健の特徴は，毎年の多項Hの健

康診断を義務付け，そのシステムが確立してい

る点であるが，心理的な発達や不調についての

判断は，その方法論が未確立であることもあり，

ほとんど実施されておらず，早期発見はベテラ

ン教師や家庭の力量に任せられているといって

も過言ではない。

今後，予想される精神的不調や不登校の一層

の増加に対し，スクリーニングをし，予防的な

関わりを行うことが求められるが，そのために

は精神的不健康や不登校の予測因子を明らかに

することが不可欠である。そこで，本研究は中

学生の精神的な不健康及び欠席行動の3年間の

変化を把握すると共に，その予測要因を縦断的
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に把握することを昌的とした。

Ⅰ　調査方法

1．対象と方法

静岡県西部の5市町村の8中学校における，

平成11年度の中学1年生とその父親，母親を調

査の対象とした。調査期間は平成11年から平成

13年までであり，各年とも11月に実施した。尚，

本報告ではこのうち中学生の結果のみを取り扱

うことした。

平成9年の静岡県74市町村の中学校不登校者

の割合は1．13％±0．89であり粧，調査対象地区

を比較的不登校の割合の高い地区の学校として

ア～エ校を，不登校者が報告されていない地区

の学校としてオ～ク校を選定した。各地区は人

口，学校規模，地域の産業などに違いがあった

（表1）。

対象者は1999年11月の調査時期に在籍した1

年生全数，男子535人，女子475人の合計1．010

人であった。3年間継続して回答のあったもの

は848人（回収率84．0％）であった。さらに回

答に欠損がないもの794人（男子419人，女子375

人）（有効回答率93．6％）を分析対象とした。

質問紙は担任が中学生を通して各家庭に配布

し，1～2週間の留め置きの後，封入した質問

紙を担任が回収した。

小児保健研究

2．貸間項目

Lazarus＆Folkman9）のストレスの認知的評

価モデルをもとに質問項目を組みたてた。

中学生が自らの環境からストレスを認知し，

評価した結果として「認知されたストレス」を，

そして認知・評価・コービングプロセスの結果

のストレス反応として「精神健康度」及び「登

校回避感情」「欠席行動」があると考えた。また，

ストレスの認知・評価に関わる要因として，「自

尊感情」「首尾一貫感覚」「認知されたソーシャ

ルサポート」を設定した。さらに，精神健康度

を予防的観点から考えるとき，ストレス評価に

関わる個人的な要因はその生育環境，社会的経

験により生成されるため，中学生が認知した「家

族システム」を設定した。

i．ストレス反応

a．欠席行動

各年度末に学校を通じて，欠席日数を調査し

た。今回の調査対象の主な欠席理由のうち，事

故や負傷などによるものは1．2％で，主たる理

由は風邪，体調不良，発熱，アレルギー疾患等

病欠によるものであった。本研究では欠席行動

を忌引き，高校受験などに関わる欠席を除いた

年間の欠席日数で表すこととした。また，欠席

日数の幅が0～220まで及ぶため，分布から3日

以下（78．0～82．5％），4～9日（13．1－16．6％），

10日以上（4．4－6．9％）の3群に分類し，分析

を行った。

表1調査市町村の概要および欠席状況

市町村 再 は

l

l

十 日
産業 H 9 年度の 学校名 1 学年 1 学級 】年 次 の 2 年次 の 3 年次 の l 年次の 2 年次の 3 年次の

所在市町村

の不登校の

割 合

学級 生徒数 平均欠席 平均欠席 平均欠席 30 口以上

の 欠席者

の割合

30 日以上

の欠席者

の割合

30 日以上

の欠席者

の割合口数　 SL） 日数　 Sl） 口数　 SI）

－1 ‾lIf 市街地 6万人 農薬 ・製造業 1．9 5勺も

ア校 6 34 ～35 7 ．9 13．7 8 ．4 15．1 9 ．0　23 ．7 5 ．4 6 ．4 5．8

イ校 ／ 38 －39 4 ．2 15．4 6 ．9　23．0 9 ．3 】9 ．8 1．1 3 ．8 4．9

ウ校 4 37 －38 4 ．5　2 5．8 5 ．5　26．6 5 ．8　3 1．9 2 ．0 3 ．3 2．7

B ‾lけ 市街地 58万 人 商業 ・製造業 】．89％ エ校 5 32 －33 4．2 】7．2 4 ．9　22．3 7 ．1 30．9 3 ．0 3 ．0 4，9

C 村 山村 14 ．000 人
林業 0 ．0的 ． オ校 1 32 2．2　20 ．9 2 ．5　24 ．5 1．2　28．0 0 ．0 0 ．0 0．0

D 柑 l
l 山村

6 ．100 人 林業 ・発電所 0 ．00％

カ校 l 11 2 ．1 3 ．5 1．7　 3 ．2 】．2　 1．8 0 ．0 0．0 0 ．0

キ校 り 2 3－24 2 ．8　 2 ．5 3．2　 3 ．1 Ⅰ．2　 1．9 0 ．0 0．6 0 ．0

E 町 漁村 【1 ．2000人 漁業 ・観光業 0 ．00りん ク校 4 3 2－33 1 ．0　 4 ，3 5．2　 6 ．2 4 ．6　 2．1 2 ．4 1．6 2 ．4

全体平均 i　　　　　　　　　　 l．13％
4 ．8 18 ．5 6 ．1 2 1．7 7．0　26 ．8 2．6 3．6 4 ．0

4．6 18 ．4 5 ．1 19 ．0 5 ．3 22 ．0 2．1 2．6 3 ．2

5．I I8．7 7 ．2 24 ．4 8 ．8 3 L 3 3．2 4 ．6 4 ．8
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b．精神健康度

精神健康度はGenera）Hea］thQ。eSti。nnaire

12項目日本語版（以下GHQと記す）を用いた。

GHQはGoldbergが非器質性精神病性精神障害

のスクリーニングテストとして開発し】0），1985

年に日本語版が開発されだ日。「まったくなかっ

た」「いつもと変わらなかった」「あった」「た

びたびあった」の4段階で回答を求め，GHQ

採点法に基づき，前2者に回答したものは0息

後2着に回答したものは1点とし，合計点を求

めた。得点が高くなるほど精神健康度が悪くな

ることを示す。これまでの国内外の報告例を参

考に12・13’，3点以下を精神健康度良好群，4点

以上を精神健康度不調群とした。

C．登校回避感情

登校回避感情は「学校に行きたくないと感じ

ることがありますか」という問いに対して「た

びたびあった」「時々あった」と答えたものを

登校回避感情ありとし，「あまりなかった」「まっ

たくなかった」と答えたものを登校回避感情な

しとした。

ii．認知されたストレス

中学生に認知されたストレスとして，中村

ら1封が十代の子どものストレッサーを評価する

ために開発した小児のストレスに関する尺度を

一部改変し使用した。これは「日常のささいな

混乱」，「自分自身に対する悩み」「ストレスフ

ルな生活事件」のサブカテゴリーからなってい

る0本研究では調査対象者への配慮から「スト

レスフルな生活事件」から「親が離婚した」と

いう項目を除外し，また他の質問項目をまとめ

るなどし，「弟や妹が生まれた」「引越しをした」

「親の仕事が変わった，あるいは父親か母親が

新しく仕事を始めた」の3項目とした。質問項

目に手を加えた「ストレスフルな生活事件」の

本研究での信頼係数はα＝0．65～0．69とやや低

かったが，全体の信頼係数はα＝0．85～0．85で

あった。回答は「たびたびあった」から「まっ

たくなかった」までの4段階のリッカートス

ケールを用い，得点が高いほど認知されたスト

レッサーが多いということを示す。

669

日i・ストレスの認知・評価・コービングプロセスに

関わる要因

a．自尊感情

Rosenbergの全般的セルフエスティーム尺度

日本語版15’は10項目であり，これまでに中学生

を対象とした調査で使用されており，α係数が

0・7以上あることからこれを採用した。4段階

リッカートスケールで回答を求め，得点が高い

ほど自尊感情が高いことを示す。

b．首尾一貫感覚

AntonovskyAIG一が1987年にスケールを発表

し，山崎■7）が日本語版を開発したSense。f

Coherence（以下SOCと記す）日本語13項目短

縮版を用いた。SOCは首尾一貫感覚と訳され

ており，把握可能感，処理可能感，有意味感の

3サブスケールから構成されている。把握可能

感とは内外界のできごとをどれだけ秩序立てて

みることができるかという指標であり，処理可

能感は内外界のできごとが対処可能なこととし

て感じられるか，有意味感はどれだけ人生に意

味があると感じているかの程度である。7段階

で回答を求め，得点が高いほど強いSOCを保

持していると考える。

C．認知されたソーシャルサポート

小児のサポート感情に関する尺度はHa，te．の

開発したSocial Support Scale f。r Children

（SSSC）を改変した日本語版は）を用いた。親の

サポート，友人のサポート，教師のサポートを

下位尺度とするものである。原著では各サブカ

テゴリーのα係数は0．8ト0．83であった。「そ

のとおり」から「まったく違う」までの4段階

リッカートスケールで回答を求めた。得点が高

いほどサポート感が高くなる。

d．家族システム

家族システムに関する項目としてFamily

AdaptabilityandCohesionEvaluationScalesat

Kwansei Gakuin VersionⅣ（以下FACESKG

Ⅳと記す）■9）を用いた。本スケールは01S。。ら

が家族システム円環モデルによって開発したも

のを，立木らが日本バージョンとして開発した

ものである。このモデルは，家族のきずな

（Fami1yCohesion），かじとり（FamilyAdapta－

bility）の2つの次元が家族機能を決定する上

で中心と考え，両次元を組み合わせてモデル化
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したものである。家族のきずなは「家族の成員

が互いに対して持つ情緒的結合」であり，合計

点をきずなが非常に強い「べったり」から中庸

の「ぴったり」「サラリ」，非常に弱い「ばらば

ら」の4段階に分類する。得点が高いほうがき

ずなが強いことを示す。また，家族のかじとり

は「状況的・発達的ストレスに応じて家族シス

テムの権力構造や役割関係，関係規範を変化さ

せる力」とし，変化に対して肯定性，否定性を

測定する。極端に肯定的な「てんやわんや」か

ら中庸の「きっちり」「柔軟」，極端に否定的な

「融通なし」までの4段階に分類している。合

計点が高いほうが変化に対して肯定的であるこ

とを示す。

e．家族構成

家族構成は同居している家族の人数と，本人

との続柄の記入を求めた。

3．データの分析方法

SPSSWindowsVersionl1．5を用い，t検定，

ズ3検定を実施し，縦断的な分析は反復測定に

よる一元配置分散分析，繰り返しのない2元配

置分散分析を行った。各項目に男女差が認めら

れるものが多いため，分析は男女別に実施した。

4．倫理的配慮

調査対象となる教育委員会の許可を得た後，

校長及び学年担当教師の了承を得た。中学生及

び保護者に対しては，調査用紙配布時に文書で

調査の目的と方法，匿名性について説明を行っ

た。また，プライバシーへの配慮及び回答の自

由を確保するため，生徒用・母親用・父親用の

それぞれの質問紙を糊付けできるワンタッチ式

の封筒に入れた。さらに家庭毎に封筒を作り，

その中に3者の質問紙を入れ配布・回収した。

学校名や個人名の記入は避け，ID番号を質問

紙・封筒に印刷し，管理した。

Ⅱ．結　　　果

1．ストレス反応

i．欠席行動（表1）

山村地区（C・D村），漁村地区，市街地A・

Bの4群間で，平均欠席日数には有意差は認め

られなかった。しかし，平成9年度の不登校割

小児保健研究

合の高い地区（7－エ校）と低い地区（オ～ク

校）の2群に分けて調査年次との2元配置分散

分析を行ったところ有意差が認められた。低い

地区では3年次において前年度より欠席日数が

減少していた。不登校割合の高い地区では3年

次において前年度より欠席日数が増加してお

り，その結果，3年次の欠席日数に有意差が見

られた（不登校割合の高い地区8．1日±29．4，

不登校割合の低い地区3．1日±15．2，p＜0．01）。

対象者の欠席日数の平均は1年次で4．8日，2

年次で6．1日，3年次で7．0日と学年進行に伴い

増加していた。各学年とも男子より女子で欠席

日数が多いが，男女間で有意差が認められたの

は3年次のみであった（p＜0．05）。

ii．精神健康優

GHQでは，不調群に分類された男子は1年

次30．1％，2年次34．9％，3年次38．2％，女子

は1年次42．9％，2年次47．2％，3年次49．9％

で，男女とも学年進行に伴って増加していた（p

＜0．05）。またどの学年でも男子より女子で

GHQ得点が有意に高く，学年間のGHQの平均

点は男女ともに1年生と3年生の間で有意差が

認められ，3年次で得点が高くなった（表2）。

Iii．登校回避感情（表3）

学校に行きたくないという感情の保持は，3

年間で大きな変化はなく，約60％が「まったく

表2　学年別・男女別GHQ平均点

性 別 平 均 値　　 S ．D　　 男 女 別

1 年

男 子 2 ．7　　 2 ．4　　　　　　　 ●●● ●

女 子 3 ．4　　　　 2．9

全 体 3 ．0　　　　 2 ．7

2 年

男 子 3 ．0　　 2 ．6　　　　　　　 ■●●

女 子 3．7　　　　 2 ．8

全 体 3 ．3　　　　 2 ．7

3 年

男 子 3 ．2　　 2 ．8　　　　　　　 ●●●

女 子 4 ．0　　　　 2 ．9

全 体 3 ．6　　　　 2 ．9

男女別　′検定　‥■p＜0．001
学年別　反復測定による一元配置分散分析Dunnetの

多重比較

Hp＜0．001
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ない」「あまりない」状況であった。男女別で

は2・3年次で有意差があり，男子より女子の

方が「時々あった」という割合が高かった。

2．認知されたストレス（表4）

認知されたストレスは「ストレスフルな生活

出来事」以外で，女子のほうが男子より有意に

得点が高く，より高いストレスを感じていた。

学年間の変化は，「日常のささいなストレス」

では男女とも1年次に比べて2年次で上昇し，

3年次では2年次と変化がなかった。「自分自

身に関する悩み」は1年次，2年次ではほとん

表3　学年別・男女別の登校回避感情の回答状況（％）

全 体 男 子 女 子　 sig n

1 年 次

ま っ た く な か っ た 3 2 ．7 3 6 ．0 28 ．9

あ ま り な か っ た 3 0 ．5 3 0 ．5 30 ．5

時 々 あ っ た 2 4 ．5 2 2 ．7 26 ．5

た び た び あ っ た 1 2 ．4 1 0 ．7 14 ．2

2 年 次

ま っ た く な か っ た 3 2 ．1 3 8 ．2 2 5 ．3

あ ま り な か っ た 2 9 ．8 2 9 ．4 30 ．3　日

時 々 あ っ た 2 6 ．4 2 1 ．9 3 1 ．5

た び た び あ っ た 1 1 ．7 1 0 ．6 1 2 ．9

3 年 次

ま っ た く な か っ た 3 0 ．0 3 3 ．7 2 5 ．9

あ ま り な か っ た 3 2 ．0 3 2 ．7 3 1 ．2　■

時 々 あ っ た 2 6 ．8 2 2 ．7 3 1 ．5

た び た び あ っ た 11 ．2 1 1 ．0 1 1 ．5

男女別　が検定　自由度＝3　暮p＜0．05　‥p＜0．01
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ど変化がないが，3年次で上昇した。また「ス

トレス合計」では，男女とも1年次から2年次

に有意に上昇し，3年次では2年次と変化が認

められなかった。

3．ストレス認知・評価への影響要因

i．自尊感情（表5）

どの年次においても女子に比べて男子のほう

が，有意に自尊感情が高かった。しかし学年間

の平均点では有意差は認められなかった。各年

度の相関はr＝0．50～0．64であった。

ii．首尾一貫感覚（SOC）（表6）

SOCのサブスケールの把握可能感，処理可

能感では，各学年次において男女差が認められ，

男子のほうが有意に高得点であった。男子の学

年間の変化では，把握可能感，処理可能感，有

意味感，その合計点である首尾一貫感覚で有意

差が認められた。把握可能感は3年次で有意な

低下が認められた。処理可能感は3年次に有意

に強くなっていた。有意味感は学年進行ととも

に低下していた。首尾一貫感覚は1年次と3年

次間で有意な低下が認められた。女子の学年間

の変化では，把握可能感，処理可能感で有意な

変化が認められた。把握可能感は1年次に比べ

て3年次に減少していた。処理可能感は2年次

にやや減少するが，3年次には1年次に比べて

上昇していた。男女とも把握可能感は減少し，

表4　認知されたストレスの年次変化

カテゴリー 年次 男　子 女　子 男女差平均点　　　 S．D．　　　 sign 平均点　　　 S．D．　　　 sign

日常のささい
ななストレス

1年次
2年次
3年次

…喜；…　 …；… ］∃ ‥ ……；…　 …；… ≡ ］ ・・●●
●
●■

自分自身に関
する悩み

1年次
2年次
3年次

……；…　 …；… ＝ ］ … 壬…‡…　 …；… ＝ ユ ・■●■●
■■■
●●■

ストレスフル
な生活出来事

1年次
2年次
3年次

…；…　 …；喜 ］∃ ‥ …；… ；；… ≡ ］ ‥

ストレス合計
1年次
2年次
3年次

…喜……　 …‡‡… ∃∃ ・・ 喜…≡…　 壬§三≡ ≡ ］… ●●●
●●●
●●●

男女別　f検定　●p＜0．05　‥p＜0．01書目p＜0．001

年次変化　反復測定による一元配置分散分析　Dunnetの多重比較　‥■p＜0．001
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処理可能感が上昇することは共通していた。

Iii．中学生のソーシャルサポート（表7）

親の支援，友人の支援，教師の支援のいずれ

も男子より女子の方が有意に高い得点を示して

いた。男子は，親の支援は1年次から2年次で

有意に減少し3年次にも減少が見られた。反対

に教師の支援は1年次から2年次に上昇し，そ

の高い得点が3年次にも維持されていた。支援

の合計点も1年次から2年次に上昇し，3年次

にもその得点が維持されていた。女子では，教

師の支援は1年次から2年次間で有意に上昇

し，3年次にもその得点を維持していた。支援

表5　自尊感情の年次別・男女別平均得点

性 別 平 均 値　　 S ．D ．　　 sig n

1 年

男 子 2 5 ．8　　　 4 ．9　　　 ．．．

女 子 2 4 ．3　　　　 4 ．5

全 体 2 5 ．0　　　　 4 ．8

2 年

男 子 2 5 ．4　　　 4 ．0　　　 ‥ ．

女 子 2 4 ．5　　　　 4 ．2

全 体 2 5 ．0　　　　 4 ．1

3 年

男 子 2 5 ．3　　　 4 ．5　　　 … ．

女 子 2 4 ．0　　　　 4 ．5

全 体 2 4 ．6　　　　 4 ．5

男女別J検定　…p＜0．001
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の合計では2年次で上昇していた。男女での共

通点は，友の支援が有意な差がなく推移するこ

と，教師の支援が2年次に上昇することであっ

た。また，各サブカテゴリーの相関関係のうち，

親の支援感と教師の支援感がr＝0．513－0．880

と有意に高い関係を示した。

iv．中学生の家族システム（表8）

「かじとり」では男女とも「きっちり」に分

類されたものが最も多かった。学年進行による

変化では，男女とも2年次で「てんやわんや」

や「融通なし」に分類されたものは減少し，中

庸の「きっちり」「柔軟」に分類されるものが

増加していた。しかし3年次では「てんやわん

や」「融通無し」が再び増加した。「きずな」で

は女子において「べったり」に分類されるもの

が最も多かった。男子は「ぴったり」が最も多

かった。「きずな」の分布は男女間で有意な差

が認められた。学年進行による変化では男女と

も，最もきずなの強い「べったり」に分類され

るものが減少し「ぴったり」に分類されるもの

が増えていた。

V．家族構成

3年次の家族員数は最小2人，最大9人，平

均は5．3人±1．4であった。家族構成は両親とも

いない，父母のどちらかがいない家庭は1年次

で61名（7．7％）であった。同居祖父母のいな

表6　首尾一貫感覚の男女別年次別平均点

カテゴリー 年次 男　子 女　子 男女差平均値　　　 S，D．　　　 sign 平均値　　　 S．D．　　　 sign

把握可能感
1年次
2年次
3年次

≡三；…　 ≡；… ＝ ］ ‥ …§；…　 ≡；… ＝コ … ●●
●■
●■

処理可能感
1年次
2年次
3年次

壬…‡…　 …；…　 ］ ・ ……；三　 …；… ヨコ ・ ●
■■■

有意味感
1年次
2年次
3年次

……；…　 三；… ≡ コ … 18．5　 4．3
18．3　 4．4
18．2　 4．4

首尾一貫感覚
1年次
2年次
3年次

≡…≡…　 ……≡≡ ＝ ］ ・ 55．7 12．9
54．7 12．9
55．4 10．6

■■
■■

男女別J検定　●p＜0．05　…p＜0．01‥●p＜0．001

年次別　反復測定による一元配置分散分析

Dunnetの多重比較‘p＜0．05　…p＜0．01…p＜0．001
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表7　ソーシャルサポート得点の性別学年次別平均点
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カテゴリー 年次 男　子 女　子
男女差平均値　　　 S．D．　　　 sign 平均値　　　 S．D．　　　 sign

親の支援
1年次
2年次
3年次

壬…；…　 ≡：… ≡ ］… 21．0　 4．5
20．8　 4．6
20．8　 4．6

●●●
●■●
■●●

友の支援
1年次 20．8　　　　　 4．2 22．8　　　　　 4．3 ●●◆

◆●■

■■■

2年次 20．9　　　　　 4．4 22．7　　　　　 4．1
3年次 21．3　　　　　 4．1 22．6　　　　　 4．2

教師の支援
1年次
2年次
3年次

壬…‡…　 ≡‡三 ≡ ］ … 壬…三喜　 …；… ≡ ］＊
●■
■■■

支援の合計
1年次
2年次

3年次

…喜！…　 ……‡… ≡コ ・ ……三…　 王≡三… ≡ ］… ●●●
●◆■
■●●

男女別J検定　日p＜0．01日書p＜0．001
年次別　反復測定による一元配置分散分析

Dunnetの多重比較　●p＜0．05　日p＜0．01…p＜0．001

表8　家族システムの年次別分類（％）

年次 男　 子 女　 子

か

じ

と

融通な し　　 きっち り　　　 柔軟　　 てんやわんや 計 融通 なし　　 きっち り　　　 柔軟　　 てんやわんや 計

1 年次 28．8　　　　 37 ．7　　　 16．9　　　 16 ．6 100．0 27 ．7　　　　 44 ．9　　　 15 ．2　　　 12．2 100 ．0

り
2 年次 20 ．8　　　　 45 ．4　　　　 27．7　　　　 6 ．2 100 ．1 Zl ．7　　　　 52 ．5　　　　 22 ．3　　　　　 3．6 100 ．1
3 年次 24 ．4　　　　 39 ．8　　　　 21．7　　　 14 ．1 100 ．0 24．4　　　　 48 ．1　　　 15 ．1　　　 12．4 100 ．0

き

ず

ばらばら　　 さらり　　　 ぴった り　　 べ ったり 計 ば らば ら　　　 さら り　　　 ぴった り　　 べった り 計

1 年次 20 ．2　　　　 24 ．】　　　 27 ．8　　　　 27 ．9 100 ，0 日．4　　　　 16 ．9　　　　 27．1　　　 44 ．6 100．0
な 2 年次 19 ．3　　　　 28 ．1　　　 30 ．9　　　　 21 ．6 99 ．9 12 ．3　　　 12 ．6　　　　 28．7　　　　 46 ．5 100．1

3 年次 22 ．1　　　 23．8　　　　 33 ．7　　　　 20．4 100 ．0 12 ．6　　　 17 ．4　　　　 28．0　　　　 42 ．0 100．0

いものは397人（50．1％）であった。欠損家族

の有無，同居祖父母の有無で各項目との関係性

を検討したが，女子の1年次の親の支援のみ欠

損家族で得点が有意に低かったが（両親のいる

家族：21・2±4．3，欠損家族：19．5±5．2，p＜

0・05），それ以外では有意差は認められをかっ
た。

Vi．不登校割合の高い地区と低い地区の差

3年次の欠席日数で有意差があった他，2年

次のソーシャルサポートの合計点，親，教師の

支援で有意差があり，不登校割合の低い地域で

得点が高かった（表9）。

表9　不登校割合の高低地区別の2年次のソーシャ

ルサポート得点

2 年 次 の 認 知 さ 不 登 校 の 割

平 均 値　 S ．D　 s ig nれ た ソ ー シ ャ ル

サ ポ ー ト

合 の 高 低

親 の 支 援
低 い 地 区 2 0 ．5　 4 ．4　 ．．

高 い 地 区 19 ．5　　 4 ．6

友 の 支 援
低 い 地 区 2 1 ．5　　 4 ．0

高 い 地 区 2 1．9　　 4 ．4

教 師 の 支 援
低 い 地 区 19 ．9　 4 ．0　 ．．

高 い 地 区 18 ．8　　 4 ．2

支 援 の 合 計
低 い 地 区 6 1．9　 1 0 ．7　 …

高 い 地 区 6 0 ．2　 1 0 ．8

J検定　…p＜0．01
n数　低い地区：231人　高い地区：563人
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4．ストレス反応とストレス認知・評価への影響要

因（表10，11）

欠席行動及び精神健康度の予測要因の検討を

目的とするため，3年次の欠席行動及び精神健

康度と，1年次の認知されたストレス，自尊感

情，首尾一貫感覚，認知されたソーシャルサポー

トとの関係性を検討した。欠席行動は男女とも

自尊感情のみと有意な関係性が認められ，欠席

小児保健研究

が3日以下の群に比べて，10日以上の群で低

かった。

3年次の精神健康度不調者群と良好者群間で

は男女とも，各項目で有意な差が見られた。不

良群で認知されたストレス得点は高く，自尊感

情，SOC，ソーシャルサポートの各得点は低い

傾向にあった。

表10　3年次の欠席行動と中学1年次のストレス認知・評価への影響要因の関係

1 年次の項 目
3 年次 の 男　　　 子 女　　　 子

欠席 行動 平均値　　　 S ．D　　　　 sign 平均値　　　　 S，D　　　　 sign

認知 されたス トレス

3 日以下 44 ．4　　　　　 9 ．8 46 ．8　　　　 10 ．2

4 － 9 日 44 ．6　　　　 11．4 47 ．7　　　　　 9 ．2

10 日以上 43 ．3　　　　　 9 ．8 51 ．1　　　 10 ．0

合　 計 44 ．3　　　　 10 ．0 47 ．1　　　 10 ．1

自尊感情

3 日以下

4 － 9 日

10 日以上

……；； …；… コ ・ ……；…　 …；… コ ・

合　 計 25 ．8　　　　　 4 ．9 24 ．3　　　　　 4 ．5

S O C

3 日以下 57 ．8　　　　 12 ．4 56 ．2　　　　 12 ．6

4 ～ 9 日 6 1．5　　　　 13 ．7 54 ．9　　　　 13 ．3

10 日以上 58 ．6　　　　 11．4 49 ．6　　　　 13 ．9

合　 計 58 ．3　　　　 12 ．5 55 ．7　　　　 12 ．9

認知 された ソー シャ

3 日以下 57 ．5　　　　 10 ．0 6 1．3　　　　 10 ．0

4 － 9 日 58 ．0　　　　 10 ．5 6 1．7　　　　　 9．5

ルサ ポー ト 10 日以上 56 ．3　　　　 1 1．7 58．1　　　 10 ．6

合　 計 57 ．5　　　　 10 ．1 61 ．2　　　　 10 ．1

一元配置分散分析　schellの検定　●p＜0．05　日p＜0・01…p＜0・001

男子。数　3日以下：350人　4－9日：46人10日以上：23人
女子。数　3日以下：290人　4～9日：53人10日以上：32人

表113年次の精神健康度と1年次のストレス認知・評価への影響要因の関係

1年 次 の項 目
3 年 次 の 男　　　 子 女　　　 子

G H Q 平均 値　　　　 S．D　　　　 s ig n 平 均 値　　　 S．D　　　　 sig n

認 知 され た ス トレス

良 好 群 4 2 ．2　　　　　 9 ．2　　　　　 ‥ ． 4 4 ．1　　　　 9 ．3　　　　　 ‥ ．

不 調 群 4 7 ．8　　　　 1 0 ．0 5 0 ．1　　　　 9 ．8

自尊 感 情
良好 群 2 6 ．8　　　　　 4 ．5　　　　　 ‥ ． 2 5 ．3　　　　　 4 ．1　　　　 ‥ ●

不 調 群 2 4 ．2　　　　　 4 ．7 2 3 ．2　　　　　 4 ．7

首 尾 一貫 感 覚
良 好 群 6 1．1　　　 1 1．6　　　　 ．‥ 5 9 ．6　　　　 12 ．6　　　　　 ‥

不 調 群 5 3 ．8　　　　 12 ．1 5 1．7　　　 1 1．9

ソー シ ャル サ ポ ー ト
良 好 群 58 ．9　　　　　 9 ．9　　　　　 ‥ ． 6 2 ．8　　　　 10 ．2　　　　　 ‥ ．

不 調 群 5 5．1　　　 1 0 ．5 5 9 ．5　　　　　 9 ．4

J検定　●p＜0．05　‥p＜0．01…p＜0・001

男子n数　良好群：259人　不調群：160人
女子n数　良好群：188人　不調群：187人
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5．家族システムとストレス反応およびストレス認

知・評価への影響要因との関係（表12）

3年次の各項目と1年次の家族システムとの

関係性を見た。有意な関係性が見られたのは，

家族のかじとりでは，男子のGHQ，女子の自

尊感情，認知されたストレスであった。家族の

かじとりでは「融通なし」と感じているものは

自尊感情，認知されたソーシャルサポートが低

く，認知されたストレスが高かった。また，家

族のきずなでは，男子の認知されたソーシャル

サポート，女子の自尊感情，首尾一貫感覚，認

知されたソーシャルサポート，認知されたスト

レスで有意な関係性が認められた。家族のきず

なが「ばらばら」と感じているものは自尊感情，

首尾一貫感覚，認知されたソーシャルサポート
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が低く，認知されたストレスが高い傾向であっ

た。

Ⅳ．考　　　察

1．3年間のストレス反応の変化について

文部科学省2。）の調査では不登校は中学2年生

で大きく増加し，中学3年生でさらに増加して

いる。本調査においても，全体の平均で見れば

同様な結果であったが，学校別に見ると，3年

生で欠席日数が減少する学校と増加する学校の

2種類があることがわかった。減少していた学

校は人口規模が比較的小さな地区の学校である

と共に，2年次のみで有意に親や教師の支援感

が強かった。教師との関係性が比較的安定する

時期である2年次に信頼関係を築くことが重要

表121年次の家族のかじとり／きずなと3年次のストレス反応および影響要因との関係

3 年次の 1 年次家族の 男　 子 女　 子 1 年次家族の　　　 男　 子 女　 子

項 目 か じとり 平均値　 S．D　 s ign 平均値　 S．D　 sig n きずな　　 平均値　 S．D　 sig n 平均値　 S．D　 sign

自

尊

融通な し 24．7　 4 ．4 ……：冒 ‡：…コ ． バ ラバ ラ 24 ．4　 4．6
きっち り 25．2　 4．8 さらり 25 ．6　 4．5

感 柔軟 26．0　 4．5 24 ．2　 4．5 ぴった り 25．0　 4 ．3
稿 てんや わんや 26．0　 4．1 24 ．0　 4．3 べ った り 25．9　 4 ．7

合　 計 25．3　 4．5 24 ．0　 4．5 合　 計 25．3　 4 ．6 24 ．0　 4．4

S

融通 な し 56．3 10．8 53．5 1 1．4 バ ラバ ラ 55．5 1 1．6
きっち り 56．7　 10．9 56．3　 9 ．8 さら り 57．6　 9．7

0 柔軟 58 ．6 12．4 56．5　 1 1．0 ぴった り 56．2 10．3

C てんやわんや 56 ．3 12．0 54．5 10 ．8 べ った り 57．0 13．3
合　 計 56 ．8 11．3 55．4 10 ．6 合　 計 56．6　 11．3 5 5．4 10．4

サ ソ 認 融通な し 57．4 10 ．2 6 0．9 10．7 バ ラバ ラ
ポ l 知

1 シ さ

ト ヤ れ

きっち り 59．8 10 ．7 6 4．4 10．9 さらり

柔軟 58．6　 9 ．9 5 9．9 11．7 ぴった り

ル た てんやわんや 59．0　 9．6 64 ．0　 9．6 べった り

合　 計 58．8 10．3 62 ．7 10．9 合　 計 58．8 10．3 62 ．8 1 1．0

ス 認 融通 な し 51．5 12．6 ≡…：… 王3二3 コ ‥ バラバ ラ 49．4　 12．7
ト 知

レ さ

きっち り 51．0 11．9 さら り 49．5 11．1

ス れ
柔軟 48 ．5 10．4 53．3 11．2 ぴった り 5L 7 10 ．6

た てんやわんや 48 ．0 12．0 56．3 10 ．9 べ った り 50．7 13 ．3
合　 計 50 ．3 11．9 54．8 10 ．7 合　 計 50．4 11．9 5 4．8 10．7

G

融通な し …；… …ロ 4．6　 3 ．0 バ ラバラ 3．5　 2．8 4．6　 3．1
きっち り 3．8　 2 ．7 さらり 3．2　 2．8 4 ．3　 2．7

H 柔軟 3．5　 3．1 ぴった り 3 ．2　 2．8 3 ．7　 2 ．7

Q てんやわんや 2．9　 2 ．9 4．4　 3．2 べった り 3．1　 2 ．7 3 ．9　 3 ．0
合　 計 3．2　 2 ．8 4 ．0　 2．9 合　 計 3．2　 2 ．8 4 ．0　 2．9

一元配置分散分析　scheffの検定　●p＜0．05　日p＜0．01●■●p＜0．001

男子n数　かじとり　融通なし：123人　きっちり：158人　柔軟：69人　てんやわんや：69人

きずな　バラバラ：84人　さらり：102人　ぴったり：116人　べったり：117人

女子n数　かじとり　融通なし：103人　きっちり：169人　柔軟：57人　てんやわんや：46人
きずな　バラバラ：43人　さらり：62人　ぴったり：102人　べったり：168人
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であることが示唆された。

また，3年次の欠席日数では男女差が認めら

れた。有意差が見られたのは，3年次のみであっ

たが，すべての学年で男子に比べて女子の方が，

欠席日数が多かった。同様に30日以上の長期欠

席者の割合も男子より女子の方が多かった。文

部科学省の調査では男女別の欠席日数は報告さ

れていない。他の調査では，青森県下の5校の

小学校5・6年生を対象としたものでは女子に

比べて男子の欠席日数が多いと報告されてい

る21）。しかし，中学生では女子が欠席日数が多

い要因として，疲労やだるさを感じるものが欠

席する割合が高いこと22），月経にかかわる不快

感や症状の影響23），女子のほうに男子より精神

健康度不良群が多いことが関与していると考え

られる。

欠席行動以外のストレス反応項目（精神健康

度，登校回避感情，認知されたストレス）に共

通することは，女子が男子に比べて不調な傾向

を示すこと，不登校割合の高い地区と低い地区

による地域差がないことの2点である。また，

登校回避感情は学年間の差が見られないのに対

し，精神健康度不調者の割合と認知されたスト

レスは学年進行に伴い増加していた。

成長に伴うGHQの変化について，Marinoni

ら24）はイタリアの青少年を調査し，有意差は認

められないものの，14歳以下と15歳以上では15

歳以上のGHQ得点が高いことを報告している。

また，GHQではないものの弓削25）は田研式不

安傾向診断検査を用い小・中学生の横断調査を

行い，不安傾向が学年進行と共に上昇すること

を報告しており，思春期では高学年のほうが低

学年より不調者が多いという，本研究結果と一

致した。

認知されたストレスについては，日常のささ

いな混乱と自分自身に関する悩みが2年次から

3年次間で上昇し，ストレスの合計はGHQ同

様に学年進行と共に上昇した。特に自分自身の

悩みに関するものが3年生で男女とも上昇して

いた。これは自分自身の悩みの中に「自分の将

来について悩んだ」「自分の学校の成績につい

て悩んだ」「大きな決心をしなくてはならなかっ

た」という質問項目が含まれており，中学3年

生で受験，進学先を決定しなくてはならないこ

小児保健研究

との影響と考えられる。

以上のことより，中学生活においては，学年

進行に伴い，人間関係や学業，クラブ活動など

ストレッサーが増加し，認知されたストレス及

び精神健康度も悪化傾向にあるが，登校回避感

情の保有率はほとんど変化をせず，欠席行動と

同じく，登校回避感情の保持には調査項目以外

のなんらかの要因が関係している可能性が考え

られる。

2．ストレス認知・評価への影響要因および家族シ

ステムの変化

自尊感情は各年度の相関係数は比較的高く，

3年間の学年間差も認められなかったことか

ら，安定した傾向を示す尺度といえる。自尊感

情は，幼少期には大きく，学齢期になるに従い，

友人や社会の現実場面とのすり合わせの過程で

小さくなっていくと考えられている26）が，中学

3年間で大きな変化がないことから，中学生は

ある程度，自尊感情が完成し，安定する時期で

あると考えることができよう。また，中学生の

自尊感情が比較的安定していることは，幼児期

や小学生期において児童の自尊感情を育成する

ような活動や働きかけが重要であることを示唆

している。

自尊感情の男女差については，見られないと

いう見解26）もあるが，小・中学生を対象とした

調査で男子のほうが高い結果4・27）が得られてお

り，本研究結果と一致していた。

SOCについて，Antonovsky28）は思春期では

これまでの高いSOCが大きく変化することも

ありうることと，思春期に高いSOCを示した

としても仮のものであり成人期に固定するとい

う仮説を述べている。SOCの男女差について

は成人を対象とした調査で，男性の方が高い得

点を示すことが報告されている29）他，SOCに男

女差はないが，SOCが低い場合，男性のほう

がよりストレスの影響を受けやすいという報告

30）がある。本研究では有意味感を除いては全般

的に男子の得点が高いが，受験期というストレ

スフルな時期の3年次で有意差がなくなること

から，男女差，成長との関連性について一定の

見解を得るには今後の更なる研究が求められ

る。
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ソーシャルサポートは，友人との関わりが重

要となる中学生の時期を反映して，友人からの

支援の得点が親や教師からの支援に比べて高く

なっていた。また，教師からの支援感は1年次

に比べて，2年次で有意に上昇していた。ソー

シャルサポートの男女差については本研究で対

親・教師・友人のいずれの項目でも女子のほう

が高いという結果を示していた。中学生を対象

とした先行研究では，対父母・教師については

有意差はないが，対友人では女子のほうが男子

より高いという報告があり18・31），概ね同様の傾

向があるといえよう。男子では親の支援感が学

年進行と共に減少するのに加え，家族の凝集性

も希薄に感じている割合が多いことから，思春

期の男子の親のかかわり方の難しさがあると考

えられる。また，ソーシャルサポートのサブカ

テゴリー間の関係のうち親の支援感と教師の支

援感が非常に高い正の相関関係を示しているこ

とは，対大人への信頼感という点で共通してお

り，親からの支援感が低い子どもは対教師への

信頼感も形成されにくいということが考えられ

る。

3．ストレス反応の予測要田

3年次の精神健康度の予測要因として，認知

されたストレス，自尊感情，SOC，認知された

ソーシャルサポートは男女共に予測要因である

ことが示唆された。しかし，欠席行動について

は，男女とも自尊感情のみであった。思春期を

対象とした先行研究では，Aalto－Setalaら32）が

高校生を対象とした5年間の追跡調査を行い，

成人期の精神的な不調の予測要因として男女に

共通したものは不安傾向があること，さらに女

性では不定愁訴が予測要因であり，男性では未

熟な防衛スタイルが予測要因であることを報告

している。思春期に関する研究ではないが，成

人就労者を対象とした縦断調査ではSOCは女

性の病気欠勤の予測国子となること，また低い

SOCは男女の心身症状の訴えと関係していた

ことを報告している33）。しかし疾風怒涛の年代

とも言える中学生を対象とした本研究では自尊

感情は学年差がなく安定していたが，他の項目

は学年と共に変化しており，多くの要因が関わ

る欠席行動については予測要因を得ることは困
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難であったといえよう。

家族システムの影響については，立木341は

FACESKGII子ども版を用いて，登校ストレス

を検討し，家族のきずなやかじとりは弱い関係

性であるが登校ストレスに影響しているという

結果を出している。本研究では女子は自尊感情，

認知されたソーシャルサポート，および認知さ

れたストレスを生成する環境要因として家族の

かじとりやきずなを考えることが可能である

が，男子では家族のかじとりとGHQ，家族の

きずなと認知されたソーシャルサポートの1項

目ずつの関係が認められたのみであった。家族

のかじとりでは「融通なし」に分類されたもの

が，また家族のきずなについても「ばらばら」

に分類されたものが，認知されたストレスや

GHQが高く，自尊感情やSOC，認知されたソー

シャルサポートが低かったことより，家族適応

力の融通のなさや希薄な凝集性が中学生のスト

レス評価・認知の影響要因の生成に関係してお

り，特に女子において家族システムの影響が大

きいことが示唆された。

V．結　　　論

本研究の目的は3年間の縦断的分析を通し，

中学生の精神的な不健康及び欠席行動の変化と

その予測要因を把握することであり，次の結果

を得ることができた。

1）欠席日数は1年次に比べて2年次に増加し

た。3年次にはやや減少を示す学校と上昇す

る学校があり，2年次の教師や親への支援感

との関係性が認められた。

2）中学生の精神健康度不調者は学年進行と共

に増加し，3年次においては男子38．2％，女

子49．9％が精神的不調群に分類された。

3）欠席日数，精神的健康不調者，登校回避感

情のストレス反応および，認知されたストレ

スは男子より女子のほうが多い，あるいはし

ばしば感じることを示していた。反対に，自

尊感情，SOCは男子のほうが高い傾向を示

した。

4）女子の家族システムの認知において，家族

のかじとりを「融通なし」と感じているもの，

および家族のきずなを「バラバラ」と感じて

いるものは，ストレスの認知の得点が高く，
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自尊感情や認知されたソーシャルサポートが

低かった。このことより家族システムがスト

レス評価・認知に関わる要因の生成に関係し

ていることが示唆された。また，中学生が認

知した教師からの支援感と親からの支援感の

相関が強いことから，家族関係に注目するこ

との重要性が確認された。

5）1年次の自尊感情・SOC・ソーシャルサ

ポートは3年次の中学生の精神的健康の予測

要因となっていた。欠席行動については男女

とも自尊感情のみが予測要因として考えられ

た。

以上のことより，精神的健康の予測要因を把

握し，これらが低い中学生に対して学校，家庭

が配慮していくことが必要であることが示唆さ

れた。
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